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【技術1：環境に優しい温度スイング型分離材 ～刺激応答性ポリマーブラシによる核種のキャッチ＆リリース～】

【技術2：新概念の分離法 ～PDMS(Polydimethylsiloxane)スポンジによる”吸って-搾る“核種分離回収～】

【技術3：廃棄物を出さない核種分離 ～グリーン溶媒(深共晶溶媒)を利用した高速マイクロ核種分離分析～】

【本研究の背景】 

【今後の展望】

大学等の核燃施設には多種多様で大量の核燃廃液（レガシー廃
液）が存在しており、その殆どで組成が複雑かつ性状も不明

廃棄体化方法も属人化により多様で、安全管理・品質管理の負荷
が増大  レガシー廃液の精緻な分離と減容化が不可欠

大学等に保管されている多様な核燃廃棄物の例

【既存の核種分離法の課題】
溶媒抽出 (Solvent extraction) クロマトグラフィー (Chromatography)

【本研究の目的】 
“環境にやさしく” “すばやく” “簡単に” 核燃料
廃棄物を減容化・再資源化する技術と方法論の創出
(Creation of Rapid and Facile Nuclear Waste Treatment 
and Disposal Processes Using Functional Materials and 
Solvents)

1．温度スイング型分離材による核種の
キャッチ＆リリース

2．PDMSスポンジによる”吸って-搾る“核種分離回収
3．深共晶溶媒を利用した高速マイクロ核種分離分析

課題① 原理的に液液・固液の分配に依存
課題② 作業負荷（長時間・多段の化学操作）
課題③ 環境負荷（二次廃棄物、酸・有機溶媒による爆発・火災の懸念）

各技術の実廃液への適用と性能評価を実施すると共に、社会実装（適用可否の判断基準、性能確認方法、評価手順・指針の整理）へ向けた課題を抽出する。
(Each technology will be applied to actual nuclear waste solutions to evaluate its performance and identify potential challenges.)
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